
■公開講座   

無相の相、無念の念 
 

講 師 作家・臨済宗僧侶 玄侑宗久 
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【玄侑 宗久 げんゆう・そうきゅう】 

1956 年福島生まれ。慶応義塾大学中国文学科卒業。27 歳

龍寺専門道場に入門。現在、臨済宗妙心寺派福聚寺副住職

で第125 回芥川賞を受賞。著書に「禅的生活」、「アミタ

「水の舳先」、「御開帳綺譚」、「まわりみち極楽論」、「般若

「お坊さんだって悩んでる」、「龍の棲む家」、「＜問い＞の

の共著）、「脳と魂」（養老孟司氏との共著）ほか多数。 

 

日       時   2008年 5 月 9 日  金曜日 13：00～
受講料（税込み）   会員 2,940 円  一般 3,570 円 （入会不

場       所   新宿住友ビル７階 朝日カルチャーセンター（

 
 
※ お申し込みの際にご記入いただく皆様の個人情報は、受講連絡をはじめ当

画の内部資料として使わせていただきます。  
 

  
 

                                       

                 
臨済禅中興の祖と云われる白隠禅師は、「坐禅和

」のなかで「無相の相」と「無念の念」とを勧める。

れはいったい何か。 

んな姿にもなれ、どんな思いも思えるというのは、

音さまではないか……。どの宗派にも属さない 

音さまが日本では最も愛され、日本仏教をまとめ

いく。「やほよろづ」と観音さまの関係、そして日本

な禅や仏教の魅力を、共に考えてみたい。  

（講師・記）
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申し込みは

社からの各
撮影：東小薗文隆

 

1983 年、天

「中陰の花」

量光明」、 

現代語訳」、 

南直哉氏と

   

4階受付） 

種お知らせ、講座企

            


